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　　２００６年７月１２日

（社）日本化学工業協会

第５回 日本化学工業協会 ＬＲＩ研究報告会の開催について

（社）日本化学工業協会（日化協）では、２００６年９月１日（金）に「第５回日化協LRI研究報告会」を開催いたします。

LRI（Long-range Research Initiative）とは、日米欧の化学産業界が協力して進めている「ヒトの健康や環境に及ぼす化学物質の影響」に関する長期自主研究のことです。
「第５回 日化協LRI研究報告会」では、長年にわたり児童の発達障害について研究されてきた加我牧子先生（国立精神・神経センター）による特別講演を行うほか、日化協が採択・実施しました過敏症、内分泌かく乱作用、化学発がん、神経毒性の４分野について、それぞれの専門家から最新の知見を発表いたします。
特別講演

　「発達障害の臨床医学」　加我牧子先生　（国立精神・神経センター）
子供にとっての「よりよい環境」とは！？
★注意欠陥/多動性障害（AD/HD）や学習障害（LD）、自閉症など、「原因物質」としてやり玉に挙げられてきた物質は数多い一方、いずれの候補も原因として確かめられていないだけでなく、こうした一面的な取り上げられ方が「患者」である我が子を救いたいという親の悪夢と子供の被害を増加させているのではないかとさえ感じると、今回特別講演としてお招きした加我牧子先生は鋭く指摘されています。今回、LRIでは特別講演として、先生の長年の臨床医・研究者としてのご見識を講演いただくことといたしました。話題になっている病気がどのようなものかなど、幅広い観点からの講演をお願いしています。
過敏症分野　

「室内空気中の化学物質暴露による皮膚症状の解析」　岩月啓先生　（岡山大学医学部）
『シックハウス症候群？』『化学物質過敏症？』・・・どんな病気？どこがちがうの？
★最近、「シックハウス症候群」「化学物質過敏症」といった病名を、メディアを通して耳にします。空気中のごくわずかな物質に反応して不調をきたす病気です。LRIでは課題の一つとしてこれらの病気の解明に取り組んできました。その結果、「シックハウス症候群」や「化学物質過敏症」はいずれもいくつかのタイプに分けられ、化学物質が関係するタイプとそうでないタイプがあることが分かってきました。今回の報告会では、「シックハウス症候群」の分類について国に諮問した厚生労働省研究班「室内空気質健康影響研究会」の分担研究者であった岩月啓氏先生に、シックハウス症候群のモデルとして化学物質を暴露させたときの皮膚症状への影響をご講演いただきます。
内分泌かく乱作用分野

「メダカを用いた試験法：甲状腺ホルモン作用は検出できるか？－内分泌かく乱作用検出の試験法開発の現状を交えて」　萩野哲先生（住化テクノサービス）
『環境ホルモン』って、今、どうなっているの？　魚で作用が見つかったってホント？
★実は、野生魚のオスがメスに変わるような例は見つかっていますが、一部の魚やミジンコでは、化学物質ではなく、温度や日照時間の変化、餌の不足、生物個体の間の関係等の環境の変化に対応して性を変えることも知られています。『環境ホルモン』問題の難しさはここにありますので、LRIでは、いろいろな生物への作用をどうしたらキチンと検査できるのかという課題に取り組んできました。一般には『環境ホルモン』 という呼び方で知られる内分泌かく乱作用については、今、まさに、OECDなどの国際的な機関でもそれを確かめるための試験方法の開発が進められています。今回、採択研究の中から、環境省の「ExTEND2005基盤的研究評価検討会」の委員も務められている住化テクノサービス株式会社の萩野哲先生に報告いただきます。研究課題である甲状腺ホルモンの試験法だけでなく、魚やミジンコなどを使った試験法開発の現状およびその国際動向についても、講演いただく予定です。
化学発がん分野①

「非変異発がん物質はどのような仕組みでがんを起こすか」　

山本和生先生（東北大学大学院　生命科学研究科）
簡単に発がん性がわかる試験は！？　酵母を使った新しい方法

★遺伝子を損傷することでがんを起こす物質はエームス試験などの「変異原性」をみることでスクリーニングすることができます。しかし、この「変異原性」を示さない発がん物質もあります。これらを「非変異発がん物質」といいます。山本和生先生は、ある種の非変異発がん物質は、タンパク質に作用することで細胞分裂の異常を引き起こし、がんを起こすことを研究されてきました。こうした反応を検出するための酵母を用いる試験は簡単で、エームス試験程度の費用で可能です。（山本先生）
化学発がん分野②

「消えた発がん物質の爪跡」　

島田　義也先生（放射線医学総合研究所　放射線安全研究センター）
がんの原因が「がん」を消す！？

★放射線と化学発がん物質という２つの発がん因子を、順番を変えて処理すると、発生するがん組織では、後で処理した因子による遺伝子変化が表れて、先に処理した因子の突然変異は消えてしまう。島田義也先生にはこうした研究から得られた結果を報告いただきます。
神経毒性分野

「発生神経毒性試験の問題点と高感度化を目指した新たな組織学的アプローチの試み」
　小川哲郎先生（昭和大学医学部）
『キレる子供』、『学習障害』・・・こうした「脳の障害」といわれるものが身近な化学物質によって引き起こされているのでしょうか？
★動物を使って、脳への影響を評価するために、いろいろな検査方法が考案され、国際的なガイドラインの整備も進められています。今回 、採択研究の中から、昭和大学医学部の小川哲郎先生に報告いただきます。先生はモデル動物の脳の変化を顕微鏡で観察して、より詳しく調べる手法を研究されていますが、試験の解決すべき課題といった観点でも話題提供いただく予定です。
第５回 日本化学工業協会LRI研究報告会プログラム

◆日時　 2006年9月１日（金） 10:00－17:00

◆会場　 発明会館　（東京都港区虎ノ門2-9-14　Tel：03-3502-5499）

◆プログラム

	10:00-10:10　　1. 開会挨拶　

小野 嘉夫（東京工業大学名誉教授／LRIピアレビュー委員長）

	10:10-10:30    2. LRIリーダー挨拶

福島　明（ライオン株式会社／LRI委員リーダー）

	10:30-11:20    3. 研究分野別報告会
3-1. 過敏症分野

　　　　　　　　　座長： 小林　芳郎

　（東邦大学　理学部　生物分子科学科／LRI企画・管理パネル委員）
室内空気中の化学物質曝露による皮膚症状の解析
  　岩月　啓氏（岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　皮膚・粘膜・結合織学）

	11:20-12:10　　 3-2. 内分泌かく乱作用分野
　　　　　　　　　座長：岩松　鷹司

（愛知教育大学名誉教授／LRIピアレビュー委員）
メダカを用いた試験法：甲状腺ホルモン作用は検出できるか？
－内分泌かく乱作用検出の試験法開発の現状を交えて－
萩野　哲（住化テクノサービス株式会社　環境生態部）　　　　　　　　

	12:10-13:10　　休憩　(60分)

	13:10-14:40　　3. 研究分野別報告会（続き）

3-3. 化学発がん分野

　　　　　　　　　座長：押村 光雄
（鳥取大学大学院　医学系研究科　機能再生医科学専攻／LRIピアレビュー委員）
①非変異発がん物質はどのような仕組みでがんを起こすか

　　山本　和生（東北大学大学院　生命科学研究科　分子生命科学専攻）

②消えた発がん物質の爪跡
島田　義也（放射線医学総合研究所　放射線安全研究センター）

	14:40-15:00　　休憩　(20分)

	15:00-16:00　 特別講演

座長：青山 博昭

（残留農薬研究所 毒性部生殖毒性研究室／LRI企画・管理パネル委員）

　　　　　　　発達障害の臨床医学
加我　牧子（国立精神・神経センター　精神保健研究所　知的障害部長）

	16:00-16:50　　　3. 研究分野別報告会（続き）

3-4. 神経毒性分野

座長：青山 博昭

（残留農薬研究所 毒性部生殖毒性研究室／LRI企画・管理パネル委員） 

発生神経毒性試験の問題点と高感度化を目指した新たな組織学的アプローチの試み

小川　哲郎　（昭和大学　医学部　第一解剖学教室）

	16:50-17:00　　　4. 閉会挨拶

　　　　　　　　　　　福島　明　（ライオン株式会社／LRI委員リーダー）


◆参加のお申し込み（参加費は無料）

○参加をご希望の方は、次ページに「第５回 日本化学工業協会LRI研究報告会」参加申込書が添付されておりますので、所定事項をご記入の上、８月２５日（金）までにＦＡＸにてご送信下さい。

○ＦＡＸでの申し込みの場合は、送信のみで受付完了です（受付確認のご連絡は致しませんのでご了承下さい）。

研究報告会当日は、ＦＡＸ送信された参加申込書をご持参下さい。

○参加申込書の内容を以下のメールアドレスにお送りいただいても結構です。この場合「LRI研究報告会参加希望」を明記して下さい。

　LRI@jcia-net.or.jp

○このご案内は日化協LRIホームページ（http://www.j-lri.org/）「研究報告会」の「第５回研究報告会」からもご覧になれます。

○より多くの方々に研究報告会にご参加頂きたいと存じますが、会場定員に達した時点で申込受付を終了させて頂きますので、早めのお申し込みをお願いいたします。

会場定員を超えた場合は、事務局より連絡致します。
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第５回 日本化学工業協会LRI研究報告会　参加申込書

	Facsimile　送信先　　　０３－３２９７－２６１２
（社）日本化学工業協会　LRI事務局　河瀬　宛


第５回 日本化学工業協会LRI研究報告会 の参加を希望します。

	会社・団体・大学
	

	所属・役職名
	

	氏名
	

	所属先住所
	〒



	所属先TEL番号
	

	所属先FAX番号
	

	e-mail
	


日化協研究報告会の開催について、どのような方法で知りましたか？（いずれかに○）

	日化協発信の社内ﾒｰﾙをみて
	日化協のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを見て
	研究報告会のﾎﾟｽﾀｰを見て


お手数ですが、日化協・会員企業に所属されている方は、空欄に○をお付け下さい

	日化協・会員企業に所属しています
	


*************************************************************************

◆ FAX送信のみで受付完了です。当日本紙をお持ち下さい。

（受付確認の連絡はいたしませんのでご了承下さい）

◆ 会場定員を超えた場合にのみ、事務局より連絡致します。
社団法人 日本化学工業協会


〒104-0033 東京都中央区新川1丁目4番1号 住友不動産六甲ビル7階


TEL：03-3297-2555  FAX：03-3297-2615　URL：http://www.nikkakyo.org/





本件のお問い合わせ先■


社団法人 日本化学工業協会・広報部　　青山


０３－３２９７－２５５５


























